
 - 78 - 

厚生労働行政推進調査事業費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業） 

分担研究報告書 

 

高齢者の健康に関する数値目標と施策の提案 

 

研究分担者 近藤 克則 千葉大学 予防医学センター 社会予防医学研究部門・教授 

 

研究要旨 
本分担研究では、「健康日本 21（第３次）」における高齢者の健康および社会的健康に関する目標

指標と施策について、その根拠を示しつつ、提案することを目的とした。 

方法としては、昨年度作成した高齢者の健康分野におけるロジックモデルを元に、１）それに基

づき、利用可能な指標について入手可能性や妥当性の観点から検討するとともに、２）日本老年学

的評価研究（Japan Gerontological Evaluation Study，JAGES）のデータ等を用い、建造環境や高

齢者の健康との関係を分析し、３）目標指標と施策を提案した。 

その結果、ロジックモデルを元に、１）入手可能性や妥当性の観点から高齢者の健康分野におけ

る課題などが明らかとなり、２）実証分析の結果、近隣の良好な建造環境に住む高齢者はフレイル

リスクが低いこと、社会生活をしている高齢者が多い都道府県は自殺率が低いことなどを明らかに

し）次期プランにおける指標（案）として、社会環境の質の向上（地域のつながりの強化、社会活

動に参加している者の割合など）、自然に環境になれる環境づくりを提案した。 

 

Ａ．研究目的 

本分担研究では、本分担研究では、昨年度作

成した高齢者の健康分野のロジックモデル（図

１）に基づき、「健康日本 21（第３次）」におけ

る高齢者の健康および社会的健康に関する目

標指標と施策について、その根拠を示しつつ、

提案することを目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

高齢者の健康分野におけるロジックモデル

（図１）で提案された第１層（生活習慣等の改

善）、第２層（危険因子・基礎的病態の低減）、

第３層（要介護状態への移行抑制・認知症の発

症予防や進行抑制・幸福感やメンタルヘルス低

下の予防）３つの階層構造における各指標につ

いて、１）指標の妥当性や入手可能性について

検討した。他の分担研究者との重複を考慮し、

Ａ～Ｊの 10の指標のうち、Ｄ（生活習慣病の有

病者割合の減少）、Ｇ（うつの発症や進行の抑制）

を除く、８指標について検討した。 

加えて、２）日本老年学的評価研究（Japan 

Gerontological Evaluation Study，JAGES）が

蓄積してきたデータや公表されている公的デ

ータを活用して、高齢者の建造環境や社会生活

状況と健康との関連を検討し、３）目標指標や

施策を提案した。 

 

（倫理面への配慮） 

本研究の実施にあたっては、千葉大学、日本

老年学的評価研究機構ならびに国立長寿医療

研究センターの研究倫理審査委員会の承認を

受けて実施した。 

 

Ｃ．研究結果 

１）指標の入手可能性や妥当性の検討 

高齢者の健康分野におけるロジックモデル（図

１）に掲げられた指標のうち、Ｄ（生活習慣病

の有病者割合の減少）、Ｇ（うつの発症や進行の

抑制）を除く、８指標について妥当性や入手可

能性の観点から検討した。 
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図 1：高齢者の健康分野のロジックモデル 

 

 Ａ．要介護状態への移行抑制は、介護保険事

業状況報告（厚生労働省）より、要介護認定者

数を用いることで妥当性や入手可能性は担保

されると考えられた。 

 Ｂ．認知症の発症予防や進行抑制については、

日本における認知症高齢者人口の将来設計に

関する研究や認知症高齢者の生活自立度から

認知症患者数や認知症高齢者の日常生活自立

度Ⅱ以上の人数を推計することで妥当性は問

題ないと考えられるが、推計が過去の１時点し

か存在せず、次回以降の実施が不明であること

から継続的な入手可能性に問題があることが

予想される。 

Ｃ．幸福感やメンタルヘルス低下の予防では、

これまで社会的健康ワーキングで議論してき

た Well-being の指標に含まれる主観的幸福感

や生活満足度、生きがいなどを市町村の実施す

る介護予防・日常生活圏域ニーズ調査や内閣府

の調査（満足度・生活の質に関する調査、高齢

者社会対策調査）などで入手できる可能性がわ

かった。しかし、データ提出を全ての市町村が

必ずしも実施していない可能性や調査時期な

どの課題は残ることがわかった。 

Ｅ．フレイル（ロコモティブシンドロームを

含む）割合の減少は、フレイルを評価する項目

として、妥当性検証済の後期高齢者の質問票や

基本チェックリストは存在するものの、高齢者

を母集団とした統一した仕様での調査はなく、

市町村の実施する介護予防・日常生活圏域ニー

ズ調査においても基本チェックリストの全て

の項目がひな型に含まれておらず、入手可能性

に課題があることがわかった。 

Ｆ．社会的孤立・孤独・閉じこもり割合の減

少では、社会的孤立の指標として、社会生活基

本調査における社会行動者割合（趣味・娯楽、

スポーツ、ボランティア）や国民生活基礎調査

よりソーシャルサポートの項目を活用するこ

とで、妥当性と入手可能性が担保されると考え

られた。また、孤独感に関しては、内閣官房の

孤立・孤独担当室が実施する人々のつながりに

関する基礎調査を今後活用していくことで、経

時的な把握が可能になる可能性がある。自殺率

に関しては、社会的孤立・孤独を直接的に示し

ている訳ではなく、妥当性には難がある。しか

し、自殺統計より、入手可能という観点より、

経時的なモニタリング指標として活用できる

可能性が示唆された。 

Ｈ．身体活動・運動、Ｉ．栄養・食生活・口

腔機能は国民健康・栄養調査の活用により、妥

当性や入手可能性は担保されると考えられた。
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Ｊ．主体的な社会参加や就労、人とのつながり

に関しては、Ｆ．社会的孤立で掲げた社会生活

基本調査を活用可能だと考えられる。 

 

２）JAGES データ等を用いた分析 

JAGES（Japan Gerontological Evaluation 

Study、日本老年学的評価研究）データや公表さ

れている公的データを活用し、2022 年度には、

合計９編の論文 1-10)と書籍の発表や学会発表を

実施した。その中より、建造環境 5）、社会行動

状況 9)と高齢者の健康に関わる論文２本を抜粋

して紹介する。 

 建造環境のうち、Mori論文 5)では、JAGES の

2013・2016年度の両時点に回答した高齢者のデ

ータを用い、近隣の良好な建造環境と３年後の

フレイル発症との関連を検証した。その結果、

近隣の良好な建造環境で 12～22％のフレイル

発症リスクが低下していた 5)。 

 中村論文 9)では公的データを活用し、高齢者

における都道府県レベルの社会行動状況と自

殺死亡率の関連を検討した。その結果、１人当

たり県民所得、高齢単身世帯割合、完全失業率、

可住地人口密度、日照時間、降水日数、最低気

温などの交絡要因を調整した上でも社会行動

者割合が高い都道府県では、自殺率が低いとい

う負の関連がみられた 9)。 

 

３）目標指標と施策の提案 

これらの検討をふまえ、次期プランにおける

指標（案）として、「社会環境の質の向上（地域

のつながりの強化、社会活動に参加している者

の割合など）」、「自然に環境になれる環境づく

り」を提案した。今後の課題・論点としては、

経時的なモニタリングや目標達成を判定可能

な指標の選定と調査仕様の整備が挙げられる。

今回提案した指標において、地域間での格差が

縮小可能なようにするためには、国が共通のひ

な型を示し、地域単位での共通の仕様での経時

的な調査が必要である。必要な施策については、

近藤克則著｢健康格差社会-何が心と健康を蝕

むのか｣第 2版、医学書院、2022 にまとめた。 

 

Ｅ．結 論 

本分担研究では、「健康日本 21（第３次）」に

おける高齢者の健康および社会的健康に関す

る目標指標と施策について、その根拠を示しつ

つ、提案した。その結果、入手可能性や妥当性

の観点より、高齢者の健康分野における各指標

の数値目標や課題などが明らかとなり、次期プ

ランにおける指標（案）として、社会環境の質

の向上（地域のつながりの強化、社会活動に参

加している者の割合など）、自然に環境になれ

る環境づくり、そして必要な施策を提案した。 

 

Ｆ．健康危険情報 

  なし 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

1．特許取得 

  なし 

2．実用新案登録 

  なし 

3．その他 

  なし 


